
第１回 呉市斎場次期事業者選定委員会 摘録 

 

 

日時 ： 令和 7 年 1 月 24 日（金） 13：00～ 

場所 ： 呉市役所本庁舎 701 会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ 委員紹介（資料１） 

各委員より自己紹介を行った。 

 

３ 呉市斎場次期事業者選定委員会設置要綱について（資料２） 

４ 呉市斎場次期事業者選定委員会の運営について（資料３） 

資料２「呉市斎場次期事業者選定委員会設置要綱」及び資料３「呉市斎場次期事業者選定委員

会の運営について」について、事務局より説明を行った。 

【確認・決定事項】 

・委員会は非公開とする。 

・委員会の議事録は要旨とし、議事録を公開しても支障がないと委員会が判断した場合には公

開する。 

・委員名は、実施要領公告時に公表する。 

 

５ 委員長及び副委員長の選出 

【決定事項】 

・委員長及び副委員長の選出を行った。 

 

６ 次期事業概要、事業者選定スケジュール（資料４、資料５） 

資料４「呉市斎場次期事業の概要について」及び資料５「事業者選定及び委員会スケジュール」

について、事務局より説明を行った。 

【質問・回答等】 

委員 事業費の枠は定めているのか、また、運営費のウェイトが大きいのか。 

事務局 総額に対して債務負担行為の枠を設定している。運営費の割合が比較的大き

い事業となる。 

委員 呉市は同類の事業を実施しているのか。 

事務局 PFI 事業の 2 期目となるのは初めての事業で、「改修型」の DBO としている

のは、DBO は一般的に施設整備、建て替え等が伴うイメージのため、本事業の

特徴を表すために付している。 

ごみ処理場が本市における類似事例となるが、こちらは建て替えとなる。 

 

 



７ 議題 

 （1）実施方針（案）について（資料６-１、資料６-２） 

資料６-１「呉市斎場次期事業実施方針（案）」及び資料６-２「呉市斎場次期事業実施方針（案）

の概要」について、事務局より説明を行った。 

【意見】 

委員 用語に齟齬がないよう整理すること。 

【質問・回答等】 

委員 火葬炉メーカーの参加要件について、4 基以上とするのが標準的なのか。 

事務局 火葬炉の更新をシミュレーションしたところ、火葬場を運営しながら実施す

るのは年間 4 基が現実的であることから、参加の基準とした。 

委員 維持管理業務の参加要件を火葬場の実績に限定していない理由はあるのか。 

事務局 火葬場の維持管理・運営については、特殊な能力が求められる施設ではある

が、業務範囲にあるように、維持管理業務に関しては、一般的な施設の維持管理

業務の内容と重なる部分が多いことから、特に火葬場の実績を求めないことと

した。 

委員 現在の PFI 事業の企業構成はどうなっているのか。 

事務局 維持管理業務はいわゆるビルメン会社、火葬炉部分は火葬炉メーカー、火葬炉

運転は火葬炉メーカーの関連会社が担当している。運営業務については、ビルメ

ン会社と火葬炉メーカーの関連会社が共同で行っている。 

委員 かつての呉市斎場は、単なるプラント施設のようだった。PFI 事業で建て替え

て 20 年経つと、使い勝手など施設の劣化以外で変更が必要な部分があるのでは

ないか。 

事務局 市が求める具体的な業務の水準は「要求水準書」で示すこととなる。なお、こ

の 1 月に呉市斎場に関する市民アンケートを実施しており、施設の満足度が高

いという回答が約 9 割であった。また、残骨灰を再資源化することについての

問いには、反対とする意見は約 1 割であった。 

委員 参加要件で平成 28 年以降としている理由はあるのか。 

事務局 直近 10 年の実績を求めることとした。 

委員 PFI 事業はまだ安心できるが、DBO は事業者にしっかりとやってもらえるか

心配な面もある。 

事務局 公募中の呉市次期ごみ処理施設整備運営事業と同様に、PFI 事業を踏襲して

実施する方針である。 

 

 （2）その他 

・第 2 回委員会は、2 月 18 日（火）13：30～ 場所は開催通知にて各委員に連絡する。 

 

８ 閉会 

 

 ～呉市斎場視察～ 閉会後、呉市斎場に移動し、現地視察を行った。 

以上 


